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平成27年度 平成28年度 平成29年度

実績値 実績値 計画値

№

➊ 91.1 四半期目標 93 前年同期 86.4 四半期目標 93 前年同期 91.2

➋ 6 四半期目標 3 前年同期 3 四半期目標 3 前年同期 3

➌ 99.7 四半期目標 100 前年同期 100 四半期目標 100 前年同期 99.6

➍ 2 四半期目標 1 前年同期 1 四半期目標 2 前年同期 1

四半期目標 前年同期 四半期目標 前年同期

時期 時期

１０～１２月 １～３月

１０～１２月 １～３月

１０～１２月 １～３月

１０～１２月 １～３月

１２月 ３月

１２月 ３月

１２月 ３月

健康長寿部 健康増進課 

設定日 平成29年5月2日 係（施設）名

改訂日

平成29年度 　　　CS-MBO(計画設定シート)
事務事業№ 403301 担当部・課

母子保健係

版　数 1

部長級 供　覧

選定理由

妊娠期から子育て期における切れ目ない支援体制整備の一環として、すべての親子を早期に把握し、状況に応じた適切な保健指導・情
報提供を行うことが必要である。

市民等
からの

要望事項

新生児期～乳児期は、慣れない育児に関する知識・経験不足から不安を抱いたり、生活環境の変化から育児負担感も生じやすいため、
専門職に相談したいが、出向くことは困難なので訪問指導を受けたい。

ＣＳ－ＭＢＯ責任者

品質目標
母子保健法第11条、17条及び19条に基づく訪問指導率向上に努めることにより、新生児及び乳児（以下、「新生児」とする）の健康保持・
増進が図られ、妊産婦ら保護者（以下、「保護者」とする）が健やかに育児に臨むことができる。

事務事業名：
CS-MBO名 困難度 Ｃ母子保健事業 妊産婦・新生児訪問事業 小林　以津己

目標達成
に向けての
改善すべき

課題

妊娠届出時に把握するハイリスク者（疾病を抱えた妊婦や、若年・高齢妊婦、父親不在、生活困窮など）に対しては、予め保健指導を目
的として地区担当保健師による新生児訪問を実施できるよう、一般の乳児家庭全戸訪問事業と区別して適切に関われる体制整備が必
要。その際、個別性に即した的確な保健指導を実施できるよう、専門職としての力量形成に向けた取り組みも実施する。
また、里帰り出産の延長で、数か月にわたり自宅を留守にする例もあるため、訪問だけでなく通知や電話などの手段も使って把握に努
め、状況に応じた保健指導を行う必要がある。

指
　
標
　
数
　
値

指　標　区　分 指　　　標　　　名　　（上段）
単位

指標実績・計画

№
管理・目標
指標種別

成果・活動
指標種別

➊ 管理指標 成果指標 四半期完結

指標性質 計　算　式　・　説　明　　（下段）

➋ 目標指標 活動指標 累計

➌ 目標指標 活動指標 四半期完結

保健師若しくは母子保健支援員による新生児訪問実施率

% 88.2 91.2
訪問した母（保護者）子数÷出生数

93

妊産婦・新生児訪問対象者の台帳・名簿整備回数

回 8 12
対象者掲載台帳・名簿を月末総計、未把握者をリストアップ

12

通話・電話・面接等により、保護者と連絡がとれた割合

% 93.3 99.6
保護者と連絡がとれた者の数÷出生数

100

保健師・母子保健支援員、子育て支援課職員等を対象

課題共有の学習介開催

回 - 4 5➍ 目標指標 活動指標 累計

第４四半期（３月末）

四半期目標 93 前年同期

四半期目標 6 前年同期

四半期目標 100 前年同期

P
　
　
L
　
　
A
　
　
N

四半期ごとの目標設定と目標を達成するために行う計画

目
標
設
定
・
実
績

第２四半期（９月末） 第３四半期（１２月末）

四半期目標 2 前年同期

四半期目標 前年同期

測
定
方
法

①全員通知による４か月児健診が終了する、出生月から４か月時点の月末に測定。
②ハイリスク者（要養育支援者、低出生体重児等）の訪問状況確認。乳幼児全戸訪問事業未把握者抽出は、出生月から１か月時点の月末に実施。
③リストアップから訪問等で働きかける期間を２か月設け、出生月から４か月時点の月末に測定（対象：H2812月～H29.11月生まれの児）。
④四半期ごとの終期を目途に開催。

実
施
計
画

時期 内　　　　容 内　　　　容 内　　　　容

４～９月 妊娠届出受理 妊娠届出受理

４～９月 母子保健支援員と未把握者の連絡 母子保健支援員と未把握者の連絡 母子保健支援員と未把握者の連絡

妊娠届出受理

４～９月 訪問対象者台帳・名簿の整備 訪問対象者台帳・名簿の整備 訪問対象者台帳・名簿の整備

４～９月 訪問等による保健指導実施 訪問等による保健指導実施 訪問等による保健指導実施

９月 担当者会議 担当者会議 担当者会議

９月 成果指標の測定 成果指標の測定 成果指標の測定

９月 学習会開催 学習会開催 学習会開催

 

 

 

 

 

 

１

このシートは、事務事業等で設定した年度末の目標

指標数値を達成するために、各四半期ごとの達成

目標を設定するものです。

２

部長等に後日設定していただきます。

３
吉川市品質マニュアル

は、部長級職員（部長級職員が在籍しないときは副

部長級又は課長級職員）の指示のもとに、各課・施

設等に品質方針を踏まえた品質目標を設定させま

す。また、品質目標は、その達成度が測定可能なも

のとします。」と定めています。品質目標の記載に当

たっては、誰に対して、この事務事業を設定し、改善

をした結果、どのような状態にするのかを記入してく

ださい。目標数値は記入不要です。

４

この事務事業を

て、わかり易い表現で記述してください。

５

この事務事業に関して、「市民の声」、「苦情・要望管

理表」、「市民意識調査」、「窓口」などにより、寄せら

れている苦情・意見・要望のうち、改善につながるも

のを端的に記入します。なお、明らかに公平性に欠

ける個人的な利益への誘導となっているものや、期

待できる効果に比較して多大な費用がかかる等の

事項については記入しないで下さい。

６

「品質目標」を達成していく上で、何が必要なのか。

また、現状をどのように改善していったら目標が達

成できるのかなど改善すべき課題を抽出してくださ

い。なお、前年度の事務事業評価シートの改革改善

（今後の改革改善策）や、ＣＳ－ＭＢＯ（第４四半期）

シートのアクション（今後の改善計画）との整合を

図って記載してください。

７

年度末の目標指標数値を達成するために、各四半

期で達成しようとする目標を設定します。なお、この

四半期では測定を計画しない場合には、「－」を記載

してください。また、「前年同期」欄には、前年度の同

一測定方法による指標数値があれば、記入します。

無い場合には、

８
指標に番号が自動的に振られていますので、その

番号を記入し、測定方法などの説明について記入し

ます。

例１：

測定。

例２：

こまで実施したら何パーセントの進捗率になるのか

を設定し、記入します。

５０％：基本方針の設定、８０％：職員用マニュアル

の作成、１００％：職員研修会の実施Copyright(C)2017 Yoshikawa City .all rights reserved


